
 

 

                  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

２０１９年（令和元年） ５月号 

中野区立江原小学校  学校便り 

学校教育目標 

自立し、共に生き、平和を求める子 

『かしこく』『やさしく』『たくましく』 

生活指導目標  気持ちの良いあいさつをしよう 

7日（火）安全指導日 1年 5時間授業始 

8日（水）区研究会のため特別時程 4時間授業 

8日（水）ふれあい班活動（2校時） 

9日（木）音楽集会 

10日（金）内科健診（34） 

10日（金日光宿泊学習説明会（わ） 

11日（土）土曜公開 

     避難訓練/地域班顔合わせ（4校時） 

13日（月）クラブ活動 

14日（火）歯科健診（123わ） 

15日（水）小中連携協議会のため特別時程 4時間授業 

15日（水尿検査（全）心臓病検診（1） 

よりよい学校・学級にするために 

 

新緑がまぶしい季節となりました。職員室にいると

芝生の瑞々しい香りがしてきます。新年度が始まり１

か月。子どもたちも新しい環境の中で、日々の学習に

取り組んでいます。また、私たち教職員も、子どもた

ちのよりよい学びのために、日々研さんを積んでいま

す。 

江原小学校では、「校内研究」と銘打ち、年間のテ

ーマを決め、全員で研究を行っています。今年度は、

「よりよい学校・学級にするために～学級経営、連携、

特別支援、環境の視点から～」をテーマに、教室にお

ける特別支援教育について研究を深めていきます。 

以前、私が担任だった頃、話を聞いて理解するのは

苦手だけれど、視覚的な情報は理解できる、という児

童がいました。そこで、その児童のために、授業中、

言葉での説明に加えて、黒板に説明した内容を簡潔に

示すようにしました。手順等の場合は、図や絵を用い

て一目で分かるようにしました。すると、その児童は

もちろんのこと、他の児童もスムーズに学習に取り組

めるようになりました。一部の児童のために行った支

援が、児童全員の学びのためになっていたのです。 

副校長 平野 真由美 

 

このように、今、当たり前のように教室で行われ

ている手だてには、支援が必要な児童のためにと、

それぞれの教員が工夫をし、実践する中で改善を行

い、脈々と受け継がれてきたものがあります。また、

本校に設置されているわかば学級や、ステップルー

ムで行われている特別支援教室にも、そのような手

だてがたくさんあります。そういった実践を集めた

り、新たな手だてを研究したりしながら、江原小学

校をよりよい学校・学級にしていきます。 

もし、授業中に、お子様がこんなことで困ってい

る、ということがありましたら、遠慮なく担任や他

の教職員にお伝えください。そこに、よりよい学校・ 

学級にするためのヒントが隠されているかも知れま

せん。 

16日（木）児童集会 歯科健診（456） 

16日（木）軽井沢移動教室説明会（5） 

17日（金）遠足（わ） 

20日（月）定時退勤日  

21日（火）ふれあいランチ 

22日（水）区研究会のため特別時程 4時間授業 

23日（木）眼科健診（全） 

27日（月）遠足予備日（わ）クラブ活動 

28日（火）ふれあい班活動（2校時） 

28日（火）軽井沢移動教室前日検診（5） 

29日（水）～31日（金）軽井沢移動教室（5） 

 

 

江原小働き方改革 その① 

今年度から定時退勤日を設けることにしました。

５月は 20日（月）です。なお、教職員の定時退勤

時刻は、16時 45分です（土曜日は、12時か 12時

15分です。）。ご理解とご協力をお願いします。 

ＮＯ， 391     


